







い HI が遠慮会釈なく］鋭く衝いたことである。よって本論では，7 変項等（⊂原情報メディ

























































































当たっての 2 次化Ⅱ（「Ａ－Ｂ－Ｃ」2）からでる 3 つの 2 次化Ⅰ（「Ａ－Ｂ」2，「Ｂ－Ｃ」2，

















































のときのセル数は 64）になるマトリクス化の表頭表側行列に再参入する行列を 1 つでも






サーを断じつつ C2 的結論に至ったが CC がなかった，のは功利主義者やウェバーも同様である。
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―98―


















































































（17） 渡辺慧，1978 年，158～191 頁。以上に基づく。
（18） 渡辺慧，同上書。
（19） G.アガンベン／高桑知己訳，2003 年，44 頁。
―100―
































とのすべてが，C1 的にどこまでいけるかといって終局するしかなくなった 1 元論か 2 元
論か多元論かにおいて再会することから，またも元の木阿弥になること，への不寛容が妥
当ではないというならば，一体全体どういわれるのかを拝聴したいながら，それが叶わず




























　ただし，思弁的な constructivism と関係的経験的な constructionism があること（24）の両
方からどういうかも考えてきたのであり，拙稿Ⅶの補遺の面を記しもする。が，以下の第
















（24） K.J.ガーゲン／東村知子訳，2004 年，334～348 頁。
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期して考えるところである。なお，意識論にかかわるが，同図における t2 と t3 の境目に
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になった。①「C1－C2 的」な合意形成を公共だと謳う救済があれば，敢えていうと「決
































図式｝―C1 者にしろ C2 者にしろ「上部構造はない」と言い切る者は何たる者であるの
か―のもとにある実装された「生産－流通－消費」の SOL における「コンステレーショ
ナル・マーケティング」による発生的提供物だからである。よって相互作用（交通）の関
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　第 1 に，経済学のスミスに比肩される社会学の父による「3 段階の法則（65）」がある時期
に常識化したとはいえその段階化の先にあることとして，「地1－図1」と「地2－図2」の関
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　第 3 には，より狭い専門領域上では直接的インパクトに違いがある 2 人の脱領域的な対
論（68）でも必要視されたが明示はされなかったメタ・コードとして，この理解がないと CC

















































間層にする出力層においてなされるので，本論でも第 1 層が入力層，第 2 層が中間層，そ
して第 3 層が出力層になるわけである。
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